
技術概要

はじめに

Agilent Intuvo 9000 GC システムは、操作を簡素化してラボの効率と生産性を高める画
期的な技術を具現化しています。注入口、フューズドシリカカラム、検出器に関して、実績
があり確立された技術と設計を継承しており、従来の分析メソッドの多くを最小限の変更で 
Intuvo 向けに容易に移管できます。Intuvo のクロマトグラムは従来方式のものと概ね同様
に見えます。Intuvo でも同じ分離カラムが用いられるため、従来型 GC からの溶出順序や分
解能に変更はありません。

同じメソッドを異なる GC システムで動作させた場合、システム内の流路のわずかな違いによ
りリテンションタイムもわずかに変化する可能性があります。メソッド移管対象の GC システ
ムが何であれ、リテンションタイムをチェックし、必要に応じて調整することが推奨されます。
Agilent リテンションタイムロッキングウィザードは、このプロセスの自動化を支援する有用で
強力なツールです。 

この技術概要では、GC システム間でメソッド移管を行う場合の考慮点について説明します。
本研究は従来型メソッドから Intuvo メソッドへの移管に焦点をあてているものの、その考え
方は任意の 2 つの GC システム間のメソッド移管の場合にも適用可能です。従来型システム
から Intuvo へのメソッド移管に関する 6 つの例が、参考文献のアプリケーションノートに詳
しく掲載されています1。

Intuvo へのメソッド移管の簡素化 
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メソッド移管の基本

従来型の空気浴式オーブンシステムのメ
ソッドは概して、Intuvo GC システムへ
シームレスに移管できます。システム間の
メソッド移管の場合は常に、対象となる 2 
つのシステムが同様に設定されているこ
との確認をとることが重要です。例えば、
元のシステムがスプリット/スプリットレス
注入口と FID 検出器で構成されている
場合、Intuvo も同様の構成にする必要
があります。 

メソッド移管について議論する場合、
Intuvo の各種コンポーネントを確認す
ることは有用です。図 1 にこれらのコン
ポーネントを示します。

リテンションタイムの考慮点

カラム長がカラムごとにわずかに異って
いても異常ではありません。従来型カラ
ムが少しでも切り取られていると、その
長さは Intuvo のカラムのものとは異な
ることになります。これにより、リテンショ
ンタイムがわずかに変化する可能性があ
ります。リテンションタイムを常にチェッ
クし、適宜調節することが推奨されます。

Intuvo にはビルトインのリテンション
ギャップがあるため、従来のシステムが
類似のリテンションギャップ (長さおよそ 
0.75 m) を用いたシステムの場合、非常
に近いリテンションタイムになります。元
の従来型システムでリテンションギャップ
を用いない場合、Intuvo とは流路長に
差異が出る可能性があります。この差異
は、Intuvo への移管時にわずかな変化
を生じさせる可能性があります。特に、
早く溶出する化合物の場合に顕著です。
これは想定されることであり、原因はリ
テンションギャップによるフローパス長さ
のわずかな増加にあります。 

表 1. メソッド移管の大半の場合で温度設定にユーザーが介入する必要はありません。従来設定と同じか、
Agilent Intuvo 9000 GC によって自動設定されます。

コンポーネント 機能 温度設定

注入口 従来型と同等 従来型と同一

ガードチップ リテンションギャップ
デフォルト = メソッドオーブン温度を追跡するように自動設定 

オプション = ユーザーの任意設定

バスヒーターブロック
オーブン機能

デフォルト = オーブン温度により自動設定 
オプション = ユーザーの任意設定

カラムコネクタ オーブン温度に基づいて自動設定

カラム
従来型と同等 従来型と同一

検出器

図 1. Agilent Intuvo 9000 GC の基本的な流路コンポーネント
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こうした概念は、ベンダーや年式が異な
るシステム間でのメソッド移管の場合と
異なるものではなく、Intuvo にとっても
新しいものではありません。

例として、US EPA 8270D 分析の同一
メソッドによって、Agilent 7890B GC お
よび Intuvo 9000 GC システム上で測定
した化合物 60 種以上のサンプルクロマ
トグラムと相対リテンションタイムを図 2 
および 3 に示します。元の 7890B のメ
ソッドは、指定された同一カラムを用い

て Intuvo 上で実行しました。これにより、
リテンションタイムがどの程度似通ってい
るかが示されます。ただし、7890B には
リテンションギャップがないため、早く溶
出する化合物ではリテンションタイムに
わずかな変化が見られます。

図 2. Agilent Intuvo 9000 GC システム (A) は、メソッドパラメータが同一の場合、Agilent 7890 GC システム (B) とほぼ同一の性能を発揮します。
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図 3. Agilent 7890 GC システムと Agilent Intuvo 9000 GC システムの相対リテンションタイムは 
実質的に同一です。
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Intuvo ガードチップの設定

Intuvo のガードチップには、標準ガード
チップ (長さ約 0.75 m) とジャンパーチッ
プ (長さ約 0.6 m) という選択肢が 2 つ
あります。サンプルマトリックスによる汚
染からカラムを最大限に保護するために
はガードチップを選択し、注入されたサ
ンプルが高純度で流路汚染に対する懸
念があまりない場合にはジャンパーチッ
プを選択します (詳細については、技術
概要5991-8447JAJP 『アプリケーショ
ンに合った最適なガードチップの選択』
をご覧ください)。

Intuvo に一体化されたガードチップは、
リテンションギャップとして機能します。
従来の空気浴オーブンでは、リテンション
ギャップがカラムと同じオーブン内にある
ため、温度は必然的にカラムを追跡しま
す。これは Intuvo における適した操作
方法です。従来型のリテンションギャップ
のメソッドを Intuvo 向けに移管する場
合、ガードチップをトラックオーブンモー
ドに設定してください。このモードでは、
ガードチップ温度はオーブン温度を追跡
し、2 つのシステム間のリテンションタイ
ムを最も良く再現します (図 2)。

Intuvo の自動デフォルト温度設定によ
り、従来型手法の結果が最も良く再現さ
れます。オーブンの昇温を追跡すること
で、ガードチップのマトリックストラップ能
力が最適化され、特に複雑なサンプルマ
トリックスを分析する場合のカラム保護
に役立ちます。Intuvo は個別の独立加
熱型の流路要素で構成されているため、
多種の流路温度を自由に設定することが
できます。例えば、ガードチップに対して
カラムとは異なる温度プログラムを昇温
モードで設定することができます。これに
よって、オーブンとは異なる速度での昇
温も可能になります。 

熟練したユーザーはガードチップの昇温
をわずかに変更することで、クロマトグラ
フィーが改善される可能性に気づくこと
があります。通常、昇温モードでガード
チップ (またはジャンパーチップ) を等温
に設定することができます (例: 注入口温
度とオーブン最高温度の間)。これは、ヘッ
ドスペースやパージ & トラップサンプリン
グを用いて揮発性物質を分析する上で、
最も簡単かつ最善の方法であると言えま
す。高純度サンプル用にスループットの
最も高いメソッドを開発する場合、ジャン
パーチップを等温に設定 (昇温モードで
ゼロ昇温) することは、スループット最大
化のための優れた施策となり得ます。

確立された従来型メソッドの移管の目的
が、同等のクロマトグラフィー (および生
産性) 結果を得ることである場合、最も
シンプルな自動デフォルト設定が、同等
性を達成するための最善の方法です。

Intuvo フローチップ設定

ガードチップとカラムの間の流路は、バ
スと呼ばれる独立したヒーターアセンブ
リに取り付けられた 1 つまたは複数の 
Intuvo フローチップからなります (図 1)。
デフォルトでは、バスヒーター温度はメ
ソッドオーブン温度に基づいて定温設定
値に自動設定されます。バスヒーターア
センブリ (例: 注入口フローチップ、検出
器フローチップ、またはバックフラッシュ
フローチップ) に取り付けられた Intuvo 
フローチップはすべて、バスによって同じ
温度に加熱されます。

ガードチップ設定と同様に、バスヒー
ターアセンブリのデフォルト設定は手動
で上書きすることができます。場合によっ
ては、わずかに低温のバス温度 (例えば 
20 ° C 以下) にする方が有効な場合が
あります。例えば、熱に不安定な化合物
を分析する場合などです。

検出器の設定

検出器は検出器後部にバスヒーターア
センブリや一体型フローチップを接続す
ることができます。これらのコネクタはメ
ソッドで設定された検出器温度と同じ温
度に加熱されるため、Intuvo へのメソッ
ド移管の際に追加設定する必要はありま
せん。

メソッドフロー設定

Intuvo フロー設定は概して、従来の空
気浴オーブンシステムのメソッドフロー設
定と同等であり、直接移管することがで
きます。

しかし、Intuvo ではバックフラッシュを大
幅に単純化し、必要な決定事項の数を削
減することができます。別の技術概要で、
微妙な流量変更によって影響を受ける可
能性のある、リテンションタイムベースの
データベースの移管のためのガイドライ
ンを記載しています。 
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結論

従来型 GC から Intuvo へのメソッド移
管は概して容易です。Intuvo の操作は
従来のガスクロマトグラフと同じです。
スプリット/スプリットレスおよびマルチ
モード注入口パラメータ、キャピラリカラ
ム固定相、オーブン温度プログラム、およ
び検出器設定値は、2 つのプラットフォー
ム間の移管時に変更されません。ただし、
Intuvo では若干のオプション機能が追
加提供されます。自動デフォルト設定に
よって、ユーザーはこれらのオプションを
円滑に享受できます。特定のケースでは、
熟練したユーザーはアプリケーションを
さらに最適化させるために多くのコント
ロールを活用することができます。

従来型メソッドの Intuvo への移管のた
めの考慮点の概要を以下に示します。

• 従来のメソッドは Intuvo 向けのメ
ソッドを開始する最適な方法の 1 つ
です。おそらく 90 % を超える部分
がカバーされます。

• マトリックスの多い汚いサンプルに
はガードチップを選択し、高純度サ
ンプルにはジャンパーチップを選択
します。

• ガードチップおよびジャンパーチップ
の自動デフォルト設定を用いること
で、既存のメソッドによる結果とほぼ
同等の結果を得ることができます。

• 熱に不安定な分析対象物用のバス
ヒーターアセンブリに対しては、デ
フォルト設定からわずかに低い温度 
(例: 20 ° C 以下) に手動設定するこ
とを検討してください。

• ヘッドスペースまたはパージ & ト
ラップによって揮発性物質を測定す
る場合は、ジャンパーチップを定温
設定することを検討してください。
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